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八

谷

ま
ち
子

本
書
は
、
二
〇
〇
四
年
の
Ｅ
Ｕ
の
拡
大
、
即
ち
、
新
た
な
十
カ
国
の

同
時
加
盟
を
受
け
て
二
五
カ
国
と
な
っ
た
Ｅ
Ｕ
の
全
加
盟
国
の
国
家
と

教
会
の
関
係
を
ま
と
め
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。（
二
〇
〇
七
年
に
加
盟

し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。）二
五
カ
国
全

て
に
つ
い
て
、
共
通
の
項
目
を
た
て
て
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
各
国
の

宗
教
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景
、国
家
と
教
会
と
の
関
係
の
制
度
的
側
面
、

宗
教
の
社
会
的
役
割
な
ど
が
国
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
制

約
も
あ
り
、
二
五
カ
国
全
て
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
以
下
に
概
要
を
紹
介
す
る
。

国
別
に
執
筆
者
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
記
述
順
序
に
多
少
の
違
い
は

あ
る
が
、
総
じ
て
、
以
下
の
よ
う
な
項
目
を
取
り
上
げ
て
記
述
さ
れ
て

い
る
。

Ⅰ

社
会
的
状
況

S
o
cia
l F
a
cts

（
国
家
と
宗
教
に
関
す
る
概
要
、
基

本
的
統
計
な
ど
）

Ⅱ

歴
史
的
背
景

H
isto

rica
l B
a
ck
g
ro
u
n
d

（
近
代
国
家
の
体
裁
を

整
え
る
二
百
年
内
外
を
記
述
）

Ⅲ

基
本
構
造

B
a
sic S

tru
ctu

re

１

法
源

L
eg
a
l S

o
u
rces

国
家
と
教
会
の
関
係
を
律
す
る

関
連
法
）

２

国
家
と
教
会
関
係
の
類
型

C
a
teg

o
ries o

f S
y
stem

政
教

分
離
、
国
教
制
度
な
ど
）

Ⅳ

宗
教
団
体
の
法
的
位
置
づ
けL

eg
a
l
 
S
ta
tu
s
 
o
f
 
R
elig

io
u
s

 
B
o
d
ies

Ⅴ

教
会
と
文
化

C
h
u
rch a

n
d C

u
ltu
re

教
育
制
度
に
お
け
る
宗
教
の
位
置
づ
け
、
宗
教
系
学
校
、
神
学
部

の
位
置
づ
け
、
宗
教
界
の
メ
デ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
中
心
に
記
述
）

Ⅵ

労
働
法

L
a
b
o
u
r L
a
w

（
聖
職
者
、
宗
教
団
体
の
被
雇
用
者
に
関

す
る
法
的
位
置
づ
け
）
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Ⅶ

家
族
法

M
a
trim

o
n
ia
l a
n
d F

a
m
ily L

a
w

（
結
婚
お
よ
び
家
族

関
係
に
お
け
る
宗
教
事
項
と
法
）

Ⅷ

教
会
、
宗
教
団
体
の
財
政
制
度

F
in
a
n
ce o

f C
h
u
rch

es
教
会
、宗
教
団
体
へ
の
優
遇
税
制
を
含
む
広
義
の
公
的
補
助
制
度

の
あ
り
方
）

Ⅸ

公
的
機
関
に
お
け
る
宗
教
の
役
割

R
elig

io
u
s
 
A
ssista

n
ce
 
in

 
P
u
b
lic In

stitu
tio
n
s

主
に
刑
務
所
、
軍
隊
、
病
院
、
介
護
施
設
な
ど
で
の
宗
教
事
項
の

取
り
扱
い
、
聖
職
者
の
役
割
）

Ⅹ

刑
法
と
宗
教C

rim
in
o
lo
g
y a
n
d R

elig
io
n

（
宗
教
的
侮
辱
罪
）

聖
職
者
の
法
的
位
置
づ
け

L
eg
a
l S
ta
tu
s o
f C

lerg
y

参
考
文
献

B
ib
lio
g
ra
p
h
y

Ｅ
Ｕ
二
五
カ
国
は
記
述
順
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。ベ
ル
ギ
ー
、チ
ェ

コ
共
和
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
マ
ル

タ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
連
合
王
国
。

本
書
を
一
読
す
る
だ
け
で
、
国
家
と
宗
教
の
関
係
が
い
か
に
多
様
な

制
度
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
に
驚
く
。
そ
れ
は
、
宗
派
の
違
い
よ

り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
的
背
景
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
た
と
え
ば
、
一
時
は
社
会
主
義
国
家
で
あ
っ
た「
東
欧
」

の
新
規
加
盟
国
に
お
い
て
も
、
新
た
な
憲
法
で
宗
教
の
自
由
を
保
証
す

る
条
項
を
挿
入
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
共
通
し
て
い
て
も
、
そ
の
後
の
宗

教
関
連
事
項
の
進
展
は
、
独
自
の
経
路
を
た
ど
る
こ
と
が
多
い
。
一
概

に
「
キ
リ
ス
ト
教
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
括
り
で
語
る
こ
と
が
、
い

か
に
誤
解
を
招
き
や
す
い
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
が
取
り
上
げ
て
い
る
二
五
カ
国
を
、
可
能
な
限
り
範
疇
分
け
を

し
て
、
重
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
基
本
構
造
と
財
政
制
度
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
宗
派
の
分
布
を
概
説

す
る
。

・
宗
派
的
分
布

Ｅ
Ｕ
二
五
カ
国
で
最
大
の
信
徒
数
を
誇
る
の
は
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
り
、
ほ
ぼ
五
五
％
が
「
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
」
と
自
称
し
て
い

る
。
次
い
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
一
三
・
四
％
、
以
下
、
聖
公
会
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六
・
七
％
、
正
教
会
系
三
・
一
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
二
・
九
％
、
ユ
ダ
ヤ

教
〇
・
三
％
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
伝
統
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク

と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
社
会
習
慣
と
し
て
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影

響
を
残
す
国
で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
教
会
離
れ
は
年
を
追
っ
て
顕
著
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
十
世
紀
に
な
っ

て
加
速
し
て
い
る
「
世
俗
化
」
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え

て
、
今
日
で
は
宗
教
や
信
仰
に
関
す
る
質
問
は
調
査
事
項
に
含
ま
な
い

の
が
通
常
の
や
り
方
と
な
っ
て
お
り
、
宗
派
の
規
模
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

・
基
本
構
造

全
て
の
国
に
お
け
る
国
家
と
教
会
の
関
係
の
基
本
は
、
信
教
の
自

由
・
宗
教
活
動
の
自
由
の
保
証
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
権
利
を
実
現
す

る
国
家
構
造
と
し
て
、
①
国
教
制
度
、
②
政
教
分
離
主
義
、
③
公
的
役

割
の
分
担
共
有
型
の
大
き
く
三
類
型
に
整
理
で
き
る
。

①

は
連
合
王
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ア
、
マ
ル
タ
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
五
カ
国
で
あ
り
、
宗
派
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会（T

h
e

 
C
h
u
rch o

f E
n
g
la
n
d

）、
デ
ン
マ
ー
ク
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ル
ー

テ
ル
福
音
教
会
（T

h
e E

v
a
n
g
elica

l-L
u
th
era

n C
h
u
rch

）、
ギ

リ
シ
ア
正
教（G

reek O
rth
o
d
o
x

）、マ
ル
タ
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
は
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
教
会
制
度

を
律
す
る
法
が
あ
り
、
た
と
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
教
会
の
制
度
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
デ

ン
マ
ー
ク
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
共
に
、
国
民
の
八
五
％
前
後
が

ル
ー
テ
ル
派
に
属
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る（
二
〇
〇
二
年
）。
両

国
に
お
い
て
ル
ー
テ
ル
福
音
教
会
の
地
位
は
、
国
家
機
関
に
準
じ

た
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
憲
法
は
宗
派
に
よ
る
差
別
を
禁
じ
、
宗

教
の
自
由
を
謳
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
四
十
万
人
の
国
民
の
圧
倒
的

多
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
マ
ル
タ
に
お
い
て
も
、
国
家
は
中
立

で
あ
り
教
会
は
自
律
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
考
え
が
広
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ア
は
、
あ
ら
ゆ
る
正
教
会
お
よ
び
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
東
方
正
教
総
大
主
教
（
在
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）

と
は
分
離
不
可
能
な
結
び
つ
き
に
あ
る
と
憲
法
第
三
条
は
規
定
す

る
。
後
者
の
扱
い
は
、
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
際
し
て
、
Ｅ
Ｕ
が

ト
ル
コ
へ
信
教
の
自
由
の
観
点
か
ら
改
善
を
要
求
し
て
い
る
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
は
、
ギ
リ
シ
ア
国
内
の
最
高

行
政
裁
判
所
（T

h
e C

o
u
n
cil o

f S
ta
te

）
よ
り
、
全
行
政
関
連

の
立
法
（A

cts

）
の
検
証
を
委
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
精
神
的
基
盤
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
内
法
の
行
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政
権
を
付
与
さ
れ
た
行
政
機
関
で
も
あ
る
と
い
う
。

②

世
俗
主
義
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
政
教
分
離
の
代
表
は
フ
ラ
ン

ス
で
あ
り
、「
ラ
イ
シ
テ

la
ıcite

）」
と
し
て
知
ら
れ
る
明
確
な
政

教
分
離
を
規
定
す
る
「
一
九
〇
五
年
法
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
一

九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
支
配
時
代
の
影
響
を
そ
の
ま
ま
残
す
東
部
の

三
地
域
は
例
外
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
主
教
は
国
家
が
任
命

し
、
か
つ
全
て
の
経
費
も
賄
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
型
の
「
世
俗

主
義
」
は
、
革
命
の
名
残
り
で
あ
り
、
教
会
の
政
治
へ
の
介
入
を

阻
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、「
一
九
〇
五
年
法
」に
よ
り

社
会
生
活
の
原
理
と
な
り
、
公
的
空
間
と
私
的
空
間
と
の
厳
密
な

区
別
を
要
求
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
宗
教
を
私
的
空
間
に
閉
じ
込

め
る
こ
と
で
公
的
空
間
の
中
立
性
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
国
家
原

理
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
「
政
教
分
離
」
は
、
一
九
八
三

年
憲
法
が
、
よ
り
幅
広
い
社
会
権
を
盛
り
込
ん
だ
国
民
の
基
本
権

を
規
定
し
た
こ
と
で
明
確
に
な
っ
た
。同
憲
法
第
六
条
に
お
い
て
、

宗
教
の
自
由
と
と
も
に
非
宗
教
の
自
由
も
基
本
権
と
し
て
明
示
さ

れ
、
国
家
と
教
会
の
関
係
に
関
す
る
条
項
は
憲
法
か
ら
消
え
た
の

で
あ
る
。

③

の
範
疇
が
最
も
多
く
、
当
然
、
実
施
の
方
法
、
お
よ
び
、
そ
れ
を

規
定
す
る
措
置
も
多
様
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国
に
お
い
て
、
教

会
へ
足
を
運
ぶ
人
数
は
減
り
続
け
て
い
る
が
、
宗
教
が
社
会
生
活

の
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗

教
が
必
要
と
す
る
事
柄
（
た
と
え
ば
祈
り
の
場
所
、
教
義
を
広
め

る
手
段
な
ど
）
を
、
宗
派
の
区
別
な
く
、
社
会
に
提
供
す
る
た
め

の
条
件
を
整
え
る
の
は
国
家
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

基
本
的
人
権
の
観
点
に
た
っ
た
「
信
教
の
自
由
」
理
解
の
実
践
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
同
様
に
、
宗
教
団
体
も
「
信
教
の
自
由
」
と

い
う
基
本
権
に
の
っ
と
っ
て
人
々
が
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

活
動
を
実
践
し
て
い
く
。
そ
こ
に
国
家
と
宗
教
団
体
と
の
機
能
分

担
が
生
れ
て
く
る
が
、
古
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
幾
多
の
宗

教
戦
争
の
経
験
、
近
年
で
は
共
産
主
義
に
よ
る
国
家
の
圧
政
の
経

験
が
、「
信
教
の
自
由
」と
い
う
基
本
権
の
確
保
の
た
め
に
は
、
国

家
に
も
教
会
に
も
自
律
的
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
国
家
の
中
立

性
を
原
理
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属

す
る
信
者
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
ス
ペ
イ
ン
、イ
タ
リ
ア
、ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク

は
国
教
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
と
国
家
の
関
係
は
国
際
法
と
し
て
の
教
皇
庁
裁
判
所
（H

o
ly
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S
ee

）に
依
拠
し
て
決
め
ら
れ
、
教
会
そ
の
も
の
は
自
治
組
織
で
あ

る
と
す
る
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
意
図
は
、
宗
教
団
体
、

教
会
の
自
治
の
確
保
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
国
教
と
す
る
マ
ル

タ
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
的
経
緯
は
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
内
で
の
扱
い
を
め
ぐ
る

対
立
の
た
め
に
、
国
家
と
教
皇
庁
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
時
期
を

経
験
し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
国
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
う
し
た

国
で
は
、
国
内
の
教
会
と
国
家
が
協
約
（C

o
n
co
rd
a
t

）
を
交
わ
す

こ
と
で
、
教
会
の
国
内
的
位
置
づ
け
に
合
意
を
成
立
さ
せ
関
係
を

立
て
直
す
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
お
い
て
は
、
共
産
主
義
時
代
の
党
に
よ
る
教
会
お
よ
び
聖
職

者
へ
の
迫
害
を
経
て
、
民
主
的
新
体
制
が
成
立
す
る
曙
の
一
九
八

九
年
に
政
府
と
「
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
会
議
」
と
の
合
議
を
経
て
、

良
心
な
ら
び
に
信
教
の
自
由
を
謳
っ
た
「
一
九
八
九
年
法
」
が
成

立
し
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
九
三
年
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
教

会
と
協
約
を
交
わ
し
た
が
、
近
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
教
会
法
の
民

法
的
展
開
は
こ
の
協
約
と
一
九
九
七
年
憲
法
の
賜
物
で
あ
る
と
さ

れ
る
。

・
財
政
制
度

基
本
的
人
権
と
し
て
の
「
信
教
の
自
由
」
の
保
証
と
し
て
、
憲
法
あ

る
い
は
派
生
法
な
ど
に
よ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
国
教
を
定
め
て

い
る
国
家
に
お
い
て
さ
え
、
教
会
の
自
治
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

財
政
面
で
も
教
会
は
自
立
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
実
態
は
、
多
く
の
国
家
に
お
い
て
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
総
本
山
を
領
土
内
に
有
す
る
イ
タ
リ
ア
は
、
一
九
八
四
年

に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
み
な
ら
ず
、
登
録
を
条
件
に
、
他
の
宗
派
、

宗
教
組
織
に
対
し
て
も
様
々
な
優
遇
策
も
し
く
は
補
助
金
制
度
を
規
定

し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
以
前
に
実
施
さ
れ
て
い
た
教
会
財
産
の
扱
い
を

よ
り
近
代
化
し
た
規
則
に
改
定
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
の

聖
職
者
は
定
期
的
給
費
を
受
け
取
る
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
制
度

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
い
う
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
「
教
会
税

（C
h
u
rch T

a
x

）」
が
存
在
す
る
。
教
会
財
産
の
没
収
が
繰
り
返
さ
れ

た
結
果
、
教
会
の
多
く
は
保
有
財
産
を
大
き
く
減
ら
し
困
窮
し
た
。
そ

の
救
済
策
と
し
て
、
ド
イ
ツ
政
府
は
、
教
会
の
収
入
を
確
保
す
る
た
め

の
多
く
の
規
定
を
準
備
し
た
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
、「
教
会
税
」で

あ
る
。
教
会
税
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
精
神
を
継
い
で
い
る
「
基
本

法
」
の
一
四
〇
Ｇ
Ｇ
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
位
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置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
日
の
教
会
収
入
の
予
算
の
八
〇
％
は
、
教
会

税
が
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
教
会
税
は
、
所
得
税
の
基
本
と

な
る
金
額
の
八
〜
九
％
程
度
で
あ
り
、
そ
の
徴
収
は
教
会
に
代
わ
っ
て

国
家
が
実
施
し
、
教
会
は
徴
収
さ
れ
た
税
の
三
〜
五
％
を
手
数
料
と
し

て
国
家
に
支
払
う
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
教
会

税
」
は
、
教
会
の
所
属
か
ら
抜
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
教
会
か
ら
抜
け
る
こ
と
の
意
味
づ
け
は
、
宗
派
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
教
会
は
、
教
会
税
に
関
わ
り
な
く
、
寄
付

を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

共
産
主
義
時
代
の
制
度
的
遺
産
は
い
ま
だ
に
多
く
の
未
解
決
の
問
題

を
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
最
も
世
俗
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る

チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
い
て
は
、
没
収
さ
れ
て
い
た
教
会
所
有
で
あ
っ
た

建
物
や
領
地
が
徐
々
に
返
還
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
宗
教
団
体
を
対

象
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
一
九
九
〇
年
の

諸
法
令
（A

cts

）
に
し
た
が
っ
て
、
本
書
が
執
筆
さ
れ
た
時
点
ま
で
に

一
七
〇
件
の
宗
教
的
建
築
物
が
再
建
さ
れ
、
教
会
付
属
の
学
校
、
児
童

擁
護
施
設
、
病
院
、
社
会
的
施
設
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
聖
職
者
の
給
与
は
、
共
産
主
義
の
時
代
で
も
国
家
が
負
担
し
て
い

た
が
、
そ
の
状
況
は
現
在
も
変
わ
り
が
な
い
。
宗
教
学
校
教
師
、
公
立

学
校
の
宗
教
の
教
師
、従
軍
聖
職
者
の
賃
金
も
国
家
が
負
担
し
て
い
る
。

教
会
財
産
の
返
還
は
農
地
、
山
林
に
も
着
手
し
て
い
る
が
、
返
還
の
正

当
性
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
意
見
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

宗
教
団
体
の
財
政
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
に
お
い
て
、
国
家
か
ら
の
独

立
を
建
前
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
直
接
、
間
接
の
国
家
補
助
が

提
供
さ
れ
て
い
る
し
、
同
時
に
、
多
く
の
国
が
宗
教
組
織
の
所
有
財
産

へ
の
免
税
措
置
を
準
備
し
て
い
る
。
近
代
化
と
と
も
に
進
行
す
る
と
い

わ
れ
る
社
会
の
世
俗
化
に
よ
り
、
信
者
の
み
に
よ
る
教
会
の
財
政
負
担

は
既
に
不
可
能
と
な
り
、
今
後
も
改
善
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
特
定
の
宗
教
団
体
に
対
す
る
補
助
は
、
基
本
権
で
あ
る
「
信

教
の
自
由
」
を
侵
害
す
る
。
そ
こ
で
、
私
的
な
団
体
で
あ
る
は
ず
の
宗

教
組
織
は
、
公
的
に
登
録
を
し
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
的
補

助
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
仕
組
み
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内

で
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、加
盟
国
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
位
置
づ
け
、

も
し
く
は
国
家
と
教
会
の
関
係
の
あ
り
方
は
、
宗
教
に
由
来
す
る
伝
統

的
側
面
を
多
く
残
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
世
俗
化
の
進
展
が
も
た
ら
す
課
題
は
多
く
の
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国
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
え
て
く
る
。

Ｅ
Ｕ
は
、
一
九
五
〇
年
の
設
立
当
初
か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
、
経
済

分
野
で
の
活
動
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
権
限
に
制
約
さ
れ
て
い
た
た

め
、
宗
教
が
表
立
っ
た
議
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
明
示
的
な

規
則
も
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
Ｅ
Ｕ
は
キ
リ
ス
ト
教
国
に
よ
る
排

他
的
団
体
だ
」
と
い
う
批
判
的
コ
メ
ン
ト
は
、
特
に
Ｅ
Ｕ
域
外
に
お
い

て
、
巷
間
で
は
し
ば
し
ば
聞
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

そ
の
も
の
も
決
し
て
一
色
で
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
実
に
多
様
な
制
度
と

習
慣
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
書
は
共
通
の
項
目
を
た
て
て
比
較

す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
が
伝
統
的
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
多
元
化
は
大
き
く
進

ん
で
い
る
。
特
に
、
移
民
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
あ
っ
た
六
十
年
代

を
経
過
し
て
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
は
多
数
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
生
活
し
て
お

り
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
は
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
主

要
宗
教
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立
が
顕
著

に
な
る
と
共
に
、
社
会
的
な
差
別
や
疎
外
を
増
長
さ
せ
て
い
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
さ
ら
に
加
盟
国
が
増
え
て
Ｅ
Ｕ

は
二
八
カ
国
と
な
る
。
ま
す
ま
す
高
ま
る
多
様
性
に
対
峙
し
て
、
統
合

の
価
値
を
標
榜
す
る
に
は
、
も
は
や
宗
教
に
関
す
る
議
論
を
看
過
し
て

は
済
ま
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
未
来
を
論
じ
る
た
め
の
基

本
的
な
資
料
の
一
つ
と
し
て
本
書
は
貴
重
で
あ
る
。
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